
 
★ 

虎
姫
中
学
時
代
の
旧
友 

津
布
良
孝
夫
君
の
急
逝
を
悼
む 

 

津
布
良 

孝
夫
君
は
、
わ
た
し
の
「
笠
舞
雑
記
」
‐
そ
の
一
‐
の
冒
頭
に
「
旧

友
と
し
て
」
の
序
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
虎
姫
中
学
の
同
級
生
で
あ
る
。
虎
姫
中

学
（
旧
制
）
は
、
滋
賀
県
の
名
門
中
学
・
膳
所
‐
、
彦
根
‐
中
学
に
次
い
て
県
下

に
お
け
る
中
等
教
育
の
普
及
・
充
実
を
目
途
に
大
正
九
年
（1

9
2

0

）
、
八
日
市
、

水
口
中
学
と
と
も
に
開
校
し
た
わ
が
母
校
で
あ
る
。
創
立
の
大
正
十
四
年
、
第
一

回
卒
業
生
五
十
八
名
の
う
ち
、
二
人
が
い
わ
ゆ
る
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
に
入
学

し
て
お
り
（
後
年
、
母
校
の
英
語
教
諭
と
な
っ
た
湯
次
了
豊
先
生
、
わ
た
し
の
義
父
、
筑
田

純
正
、
外
科
医
は
そ
れ
ぞ
れ
第
三
、
第
四
高
等
学
校
入
学
、
い
ず
れ
も
故
人
）、
開
校
当
初
の

教
諭
た
ち
が
い
か
に
熱
い
教
育
を
施
し
て
い
た
か
が
偲
ば
れ
る
。
十
三
回
生
か

ら
定
員
八
十
名
、
十
八
回
生
か
ら
百
名
前
後
に
増
員
、
さ
ら
に
戦
時
下
（
昭
和
十

七
年
）
の
増
員
で
百
六
十
九
名
が
採
用
さ
れ
、
三
組
が
編
成
さ
れ
た
。
津
布
良
君

と
同
じ
組
に
属
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
一
年
時
の
夏
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
父

母
の
云
い
つ
け
に
従
っ
て
兄
と
と
も
に
長
浜
別
院
の
教
習
所
で
「
礼
儀
作
法
」
な

ど
に
つ
い
て
の
宿
泊
教
育
を
受
け
そ
の
折
に
津
布
良
君
と
ご
縁
が
あ
っ
た
。
し

か
し
虎
中
の
津
布
良
三
兄
弟
が
美
濃
の
士
族
土
岐
氏
の
末
裔
「
胤
教
」
創
建
（
文

正
元
年
、1

4
6

6

）
の
天
台
宗
寺
院
（
後
年
、
文
明
十
三
年
、1

4
8

1

本
願
寺
第
八



世
蓮
如
に
帰
依
）
の
系
譜
を
引
く
津
布
良
山
・
称
名
寺
（
現
住
職
は
第
十
八
代
目
）

の
末
裔
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
随
分
後
の
こ
と
で
あ
る
。
系
図
に
よ
れ
ば

称
名
寺
は
五
百
二
十
年
も
の
古
い
歴
史
を
も
ち
、
蓮
如
上
人
、
浅
井
家
や
秀
吉
と

も
親
縁
が
あ
り
、
貴
重
な
什
器
、
古
文
書
が
多
く
保
存
さ
れ
て
き
た
（
津
布
良
山 

称
名
寺
古
文
書 

調
査
報
告
書 
津
布
良
山 

称
名
寺 

長
浜
城
歴
史
博
物
館
）
。
わ

た
し
も
平
成
二
十
三
年
度
のN

H
K

 
大
河
ド
ラ
マ
「
江
―
姫
た
ち
の
戦
国
」
の
ブ

ー
ム
を
機
に
催
さ
れ
た
所
縁
の
資
料
を
見
学
し
た
。
称
名
寺
に
伝
承
さ
れ
た
古

文
書
、
宝
物
の
由
縁
は
、
孝
夫
君
の
熱
意
と
東
大
の
歴
史
専
門
家
に
よ
っ
て
整
理

さ
れ
「
称
名
寺
の
沿
革
」
と
題
し
て
先
年
出
版
さ
れ
た
（2

0
0

7

年
十
月
）
。
か
れ

長
年N

H
K

社
会
部
（
報
道
）
の
要
職
に
あ
り
、
さ
か
の
ぼ
れ
ば
湯
川
博
士
の
ノ

ー
ベ
ル
授
賞
時
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
‐
、
京
都
‐
広
隆
寺
の
弥
勒
菩
薩
半
跏
思
惟

像
の
薬
指
‐
破
損
事
件
の
ス
カ
ウ
ト
、
東
大
紛
争
（
安
田
講
堂
の
警
察vs 

デ
モ

学
生
）、
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ク
事
件
の
実
況
放
送
な
ど
、
歴
史
に
残
る
ビ
ッ
ク
・

ニ
ュ
―
ス
を
報
道
し
て
き
た
が
、「
称
名
寺
の
沿
革
」
の
編
纂
は
、
多
忙
な
報
道

の
責
を
終
え
た
定
年
後
の
必
定
、
か
つ
念
願
の
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
お

互
い
に
人
生
を
遮
二
無
二
走
っ
て
い
た
時
期
は
お
互
い
に
疎
遠
に
勝
ち
に
な
っ

て
し
ま
う
も
の
だ
が
、
老
い
れ
ば
「
昔
を
語
り
合
い
た
い
」
思
い
が
沸
々
と
湧
い

て
く
る
。
こ
ゝ
十
数
年
、
上
京
す
る
機
会
に
会
食
し
な
が
ら
昔
話
や
今
の
世
情
の



変
わ
り
様
を
嘆
い
て
い
た
。
い
つ
で
あ
っ
た
か
、
わ
た
し
の
講
義
を
受
け
た
学
生

で
後
年
、
茨
城
中
央
病
院-

が
ん
セ
ン
タ
ー
長
を
勤
め
た
大
谷
幹
伸
君
が
秀
吉

の
重
臣
大
谷
吉
継
の
末
裔
で
あ
る
こ
と
（
豊
臣
秀
吉
の
系
図
学-

近
江
、
鉄
、
渡

来
人
を
め
ぐ
っ
て
―
宝
賀
寿
男
、
桃
山
堂
）
を
教
え
ら
れ
た
。
称
名
寺
に
遺
る
古

文
書
が
津
布
良-

大
谷
の
絆
を
繋
ぐ
機
縁
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
津
布
楽
‐

大
谷
の
二
人
は
、
時
折
、
遠
い
昔
を
語
り
合
う
仲
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

去
る
一
月
二
十
日
の
お
昼
こ
ろ
に
孝
夫
君
か
ら
お
電
話
を
戴
き
、
四
方
山
話

の
後
、「
最
近
わ
た
し
が
感
動
を
覚
え
た
新
刊
本
：
ホ
モ
・
デ
ウ
ス
の
要
約
を
そ

の
う
ち
届
け
ま
す
と
」
と
申
し
て
い
た
ば
か
り
で
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
「
世
上
、

人
心
の
変
わ
り
様
に
わ
た
し
た
ち
の
世
代
は
追
い
て
行
け
な
い
、
ま
あ
今
の
と

こ
ろ
身
体
に
大
き
な
変
わ
り
は
な
い
の
で
春
、
ま
た
貴
方
の
上
京
の
折
に
再
会

で
き
れ
ば
・
・
・
」
と
長
い
話
を
交
わ
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
無
常

の
風
は
何
時
や
っ
て
来
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
週
余
後
二
十
八
日
の
夕
、
子
息
の

直
也
さ
ん
か
ら
「
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
知
ら
す
べ
き
人
と
し
て
貴
方
の
名
が

あ
り
ま
し
た
の
で
・
・
・
」
と
の
電
話
が
あ
っ
た
。
二
月
一
日
、
わ
た
し
は
新
宿

→
京
王
線
で
高
幡
不
動
の
「
高
幡
山
観
音
院
」
に
向
か
い
孝
夫
君
を
野
辺
に
お
く

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
身
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。“「
よ
ど
号
事
件
」
の
実
況
の
録
音
が
再

放
送
さ
れ
る
の
で
若
き
日
の
わ
た
し
の
声
を
聞
い
て
く
れ
。
”
そ
の
時
の
声
に
劣



ら
ぬ
爽
快
な
声
で
電
話
し
て
く
れ
た
、
そ
の
君
の
棺
に
今
日
（
二
月
に
日
）
は
花

を
そ
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
出
棺
に
際
し
長
男
の
直
也
さ

ん
は
、
亡
き
父
に
劣
ら
ぬ
心
情
こ
ま
や
か
言
葉
で
お
礼
を
述
べ
ら
れ
た
。「
わ
た

し
は
、
幼
い
頃
、
滋
賀
の
湖
北
…
尊
勝
寺
・
・
・
の
称
名
寺
住
職
で
あ
っ
た
祖
父

が
亡
く
な
り
の
ま
し
た
折
、
父
に
連
れ
ら
れ
葬
儀
に
参
り
棺
が
田
圃
の
路
を
墓

場
へ
と
担
が
れ
て
行
く
光
景
を
よ
み
が
え
ら
せ
な
が
ら
、
今
日
は
わ
が
父
の
亡

骸
を
浄
土
に
お
く
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。・
・
・
」
と
の
言
葉
を

お
聞
き
し
た
。
わ
た
し
の
脳
裡
に
は
、
明
治
の
薄
幸
の
歌
人
・
山
川
登
美
子
（
小

浜
出
身
：
与
謝
野
鉄
寛
の
弟
子
）
の
「
御
輿
舁
く
白
き
衣
の
丁
た
ち
藁
靴
は
き
ぬ

い
か
が
と
ど
め
ん
」
が
浮
か
ん
で
き
た
。 

「
字
は
体
を
表
す
」
と
い
う
が
、
津
布
楽
君
の
書
体
は
丁
寧
で
整
然
無
比
で
あ

る
。
温
容
よ
く
人
柄
を
表
し
て
い
る
が
、
信
義
の
人
、
悪
を
許
さ
ぬ
正
義
漢
で
あ

り
、
一
面
、
湖
北
人
特
有
の
「
う
い
」（
憂
い
、
気
の
毒
な
）
の
気
持
ち
の
強
い

人
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
、
ま
た
習
わ
ず
し
て
一
廉
の
短
歌
や
秀
句
を
詠
む
天
与
の

才
能
を
具
え
て
い
た
。
二
、
三
を
書
き
添
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

 
 

 
 

言
葉
に
は
人
を
支
え
る
力
あ
り
歌
の
功
徳
に
心
慰
む 

 
 

 
 

 
 

え
こ
ひ
い
き
せ
ぬ
そ
よ
風
と
陽
の
ひ
か
り
共
に
や
さ
し
い
小
春
の
カ
ッ
プ
ル 

 
 

 
 

 
 

つ
つ
ま
し
く
幸
せ
開
く
す
み
れ
か
な 



 
 

 
 

 
 

生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
挨
拶
花
椿 

    


